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復活前第 5 主日／受難節第 2 主日        No. 11 
 

主日礼拝   

 

前奏 「我らをあわれみたまえ」 

(J.ｳﾞｧｲﾗｳﾎ) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  
 

主
しゅ

は言
い

われる。 

「今
いま

こそ、心
こころ

からわたしに立
た

ち帰
かえ

れ、断
だん

食
じき

し、泣
な

き 

悲
かな

しんで。衣
ころも

を裂
さ

くのではなく、お前
まえ

たちの心
こころ

を 

引
ひ

き裂
さ

け。」 

あなたたちの神
かみ

、主
しゅ

に立
た

ち帰
かえ

れ。 
 

        ヨエル書 2：12,13ａ（讃美歌 21－30） 
 

受難節のリタニー   

《受難節第 2 主日》 

司式者：私
わたし

たちは、弟
で

子
し

たちと同
おな

じように無
む

関
かん

心
しん

で、 

責
せき

任
にん

を捨
す

てたことがあります。これからは 

もっと責
せき

任
にん

感
かん

を強
つよ

めてください。 

会 衆：主
しゅ

よ、私
わたし

たちをあわれみ導
みちび

いてください。 

司式者：弟
で

子
し

たちが「目
め

を覚
さ

ましていなさい」との 

イエスさまの言
こと

葉
ば

にもかかわらず、居
い

眠
ねむ

りを 

していたことを思
おも

いつつ、このろうそくを 

消
け

します。            （消火） 
 

祈祷 
 

献金 献金箱が受付に置いてありますので、 

礼拝前にお献げください。 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

聖書 マルコによる福音書 3：20～27 
                新約(新共同訳)p66 

 

イエスが家
いえ

に帰
かえ

られると、群
ぐん

衆
しゅう

がまた集
あつ

まって

来
き

て、一
いち

同
どう

は食
しょく

事
じ

をする暇
ひま

もないほどであった。

身
み

内
うち

の人
ひと

たちはイエスのことを聞
き

いて取
と

り押
お

さ

えに来
き

た。「あの男
おとこ

は気
き

が変
へん

になっている」と言
い

われていたからである。エルサレムから下
くだ

って

来
き

た律
りっ

法
ぽう

学
がく

者
しゃ

たちも、「あの男
おとこ

はベルゼブルに取
と

りつかれている」と言
い

い、また、「悪
あく

霊
れい

の頭
かしら

の力
ちから

で悪
あく

霊
れい

を追
お

い出
だ

している」と言
い

っていた。そこで、

イエスは彼
かれ

らを呼
よ

び寄
よ

せて、たとえを用
もち

いて語
かた

られた。「どうして、サタンがサタンを追
お

い出
だ

せ

よう。国
くに

が内
うち

輪
わ

で争
あらそ

えば、その国
くに

は成
な

り立
た

たな

い。家
いえ

が内
うち

輪
わ

で争
あらそ

えば、その家
いえ

は成
な

り立
た

たない。

同
おな

じように、サタンが内
うち

輪
わ

もめして争
あらそ

えば、立
た

ち行
ゆ

かず、滅
ほろ

びてしまう。また、まず強
つよ

い人
ひと

を縛
しば

り上
あ

げなければ、だれも、その人
ひと

の家
いえ

に押
お

し入
い

っ

て、家
か

財
ざい

道
どう

具
ぐ

を奪
うば

い取
と

ることはできない。まず縛
しば

ってから、その家
いえ

を略
りゃく

奪
だつ

するものだ。 
 

賛美 305(1,2,6) 「イェスの担った十字架は」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



説教 「本当の悪と闘うイエスさま」 
 

賛美 356(1,2,4) 「インマヌエルの主イェスこそ」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 
 

 

 

後奏 「主なるイェスは わが喜び」 

（J.S.バッハ） 

 

司 式 光成 由樹 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 恵 
 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 

 

【誕生会のリタニー】 
 

司式者：神さまは、3 月生まれの方々に 

    誕生日を与えてくださいました。 

    いのちをくださる神さま、 

みんな：ありがとうございます。 

司式者：神さまは、生まれてから今日まで、 

    この方々の成長を支えてくださいました。 

    育ててくださる神さま 

みんな：ありがとうございます。 

司式者：神さまは、どんなときにもいっしょに 

    いてくださいます。 

    守ってくださる神さま 

みんな：ありがとうございます。 

司式者：神さまからの愛のプレゼント、 

    3 月生まれの方々の誕生日を 

    みんなで喜びお祝いします。 
 

祝福のお祈り 牧師 
 


